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退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

輪
　
番

　
内
藤
　
教
行

2

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ

輪
　
番

　
稲
荷
　
聞
教

　
こ
の
た
び
、四
月
一
日
付
を
も
っ
て
、内
藤
教
行
前
輪
番
の
後
を
受
け
、

本
願
寺
函
館
別
院
及
び
本
願
寺
江
差
別
院
輪
番
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
願
寺
派
の
北
海
道
開
教
は
、
本
願
寺
第
二
十
代
広
如
上
人
の
と
き
、

一
八
五
七
年
に
始
ま
り
、
当
地
函
館
が
北
海
道
開
拓･

開
教
の
い
わ
ゆ
る

始
ま
り
の
地
で
あ
る
と
、
そ
し
て
、
そ
の
後
一
八
七
七
年
に
は
、
道
内
最

初
の
別
院
に
な
っ
た
と
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
爾
来
、

幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
先
人
の
方
々
の
ご
苦
労
を
思
い
ま

す
と
き
、い
よ
い
よ
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
を
い
た
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
今
日
社
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
が
続
い

て
お
り
ま
す
。
本
年
の
ご
本
山
御
正
忌
報
恩
講
の
ご
親
教
で
、
ご
門
主
さ

ま
は
、「
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
私
た
ち
は
一
人
で
は
な
く
、
す
べ
て
の

人
々
と
手
を
携
え
て
共
に
歩
む
念
仏
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
改
め
て
思

い
を
致
し
、
日
々
を
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
ご
教
示
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
対
策
を
十
分
に
講
じ
つ
つ
、

お
念
仏
を
喜
ぶ
人
々
の
輪
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く
よ
う
、
そ
し
て
自
他

と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
方
か
ら
の
ご
指
導
、ご
芳
情
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
四
月
の
さ
わ
や
か
な
風
が
、本
願
寺
国
府
別
院
の
木
々
の
間
を
吹
き
ぬ

け
、若
葉
が
キ
ラ
キ
ラ
と
翻
る
、そ
ん
な
様
子
を
眺
め
な
が
ら
、函
館
で
の

四
年
の
歳
月
を
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

　
着
任
は
、四
月
の
始
め
で
あ
り
ま
し
た
。山
梨
生
ま
れ
、山
梨
育
ち
の
身

上
で
あ
り
ま
す
か
ら
、少
々
の
寒
さ
に
は
慣
れ
て
い
る
つ
も
り
で
し
た
が
、

前
任
地
の
京
都
の
気
候
か
ら
の
突
然
の
変
化
は
、ち
ょ
っ
と
身
体
が
び
っ

く
り
し
た
よ
う
で
し
た
。け
れ
ど
も
、里
に
深
々
と
真
冬
の
使
者
が
降
り

積
も
る
頃
に
は
、墨
絵
の
よ
う
な
モ
ノ
ト
ー
ン
の
世
界
に
、心
躍
ら
せ
る
余

裕
が
出
た
の
を
、ま
る
で
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
函
館
別
院
と
江
差
別
院
の
各
教
化
団
体
の
懇
親
会
や
、函
館
組
の
各

ご
寺
院
の
報
恩
講
で
は
、心
の
こ
も
っ
た
ご
接
待
を
い
た
だ
き
、ま
る
で
故

郷
に
帰
っ
て
き
た
よ
う
で
し
た
。北
海
道
の
珍
味
を
肴
に
酌
み
交
わ
す
酒

は
、心
ま
で
酔
わ
す
味
で
、生
涯
忘
れ
え
ぬ
思
い
出
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
龍
谷
幼
稚
園
で
は
、新
園
舎
建
築
と
い
う
大
事
業
を
完
遂
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
が
な
け
れ
ば
成
し
え
な
か
っ

た
事
業
で
、厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
函
館
別
院
で
過
ご
し
た
四
年
と
十
五
日
、皆
さ
ん
か
ら
頂
い
た
、沢
山

の
笑
顔
は
、私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
宝
物
で
す
。

　
皆
様
方
と
は
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」で
結
ば
れ
た「
法
友
」で
あ
り
、現
世

も
来
世
も
問
わ
ず
、ま
た
ど
こ
か
で
必
ず
逢
え
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。そ
の

時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



降
誕
会

降
誕
会

降
誕
会

親
鸞
聖
人
の
ご
誕
生
を
お
慶
び
す
る
ご
法
要

15
日（
土
）

函
館
別
院
本
堂

無
量
寿
経
作
法

﹇
令
和
3
年
﹈
宗
祖

親
鸞
聖
人

法
　
要

と
こ
ろ

生
土
　昌
行
師

布
　
教

※

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　
染
拡
大
の
状
況
に
応
じ
、休
座
と

　
な
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。　
　

　
詳
し
く
は
西
別
院
ま
で
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
降
誕
会
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

　
初
参
式
、幼
稚
園
園
児
参
拝
、そ
し
て
法
要
終
了
後
の
よ
ろ
こ
び
の
集
い
も

　
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。布
教
使
の
御
法
話
は
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、法

　
要
参
拝
の
方
は
く
れ
ぐ
れ
も
万
全
な
感
染
症
予
防
準
備
の
も
と
、お
参
り

　
く
だ
さ
い
ま
せ
。

午
後
1
時
３０
分
よ
り

5月

と
　
き

3

常例布教常例布教ようこそ函館別院へ

北
豊
教
区
　
京
仲
組

　
正
山
寺
　
生
土
　
昌
行
師

安
芸
教
区
　
豊
田
東
組

　
西
念
寺
　

　
　
深
水
　
謙
昭
師

布教使さん紹介

い
づ
ち
　
　　
ま
さ
ゆ
き

い
　
　
づ
ち
　
　　
　
　
　　
ま

さ

ゆ

き

　
こ
の
度
、函
館
別
院
様
の
常
例

法
座
に
ご
縁
を
賜
り
ま
し
た
福
岡

県
行
橋
市
の
生
土
昌
行
と
申
し
ま

す
。行
橋
市
と
い
っ
て
も
、ご
存
知

の
方
は
少
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

福
岡
県
第
二
の
都
市
で
あ
る
北
九

州
市
の
南
に
位
置
す
る
、海
も
あ

り
山
も
あ
る
静
か
な
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
事
で
す
が
若
い
頃
、札
幌
別

院
に
奉
職
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
、そ

の
ご
縁
で
、三
十
年
以
上
も
前
の
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、函
館
別
院
文

化
会
館
の
落
慶
法
要
に
雅
楽
を
演

奏
す
る
一
人
と
し
て
出
勤
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
常
例
法
座
で
は
、浄
土

真
宗
で
特
に
大
切
に
さ
れ
る
教
行

信
証
と
い
う
お
書
物
の
中
に
親
鸞

聖
人
が
記
さ
れ
た「
誠
な
る
か
な
」

と
い
う
お
言
葉
を
中
心
に
、お
取
り

次
ぎ
を
さ
せ
て
頂
き
た
く
思
い
ま

す
。「
誠
な
る
か
な
」と
は「
阿
弥
陀

さ
ま
の
ご
本
願
の
、な
ん
と
ま
こ
と

（
真
実
）で
あ
る
こ
と
か
」と
い
う
意

味
で
、阿
弥
陀
さ
ま
の
お
心
を
深

く
味
わ
わ
れ
た
お
言
葉
で
す
。

　
そ
の
親
鸞
聖
人
の
お
味
わ
い
を

通
し
て
、皆
様
と
と
も
に
阿
弥
陀

様
の
真
実
の
お
心
を
味
わ
わ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
　
掌

き
ょ
う
ぎ
ょ
う

し
ん
し
ょ
う

【
６
月
】
6
月
12
日（
土
）〜
16
日
（
水
）
午
後
1
時
30
分
よ
り

5
月
12
日（
水
）〜
16
日
（
日
）
午
後
1
時
30
分
よ
り

【
5
月
】



　この度「阿弥陀さまがご一緒」をコンセプトに本山本願寺が
新たに制定した、名刺サイズ（縦90㍉×横55㍉×厚さ2㍉）の　
「携行本尊（絵像）」の交付が始まりました。
　核家族化や生活環境の変化に伴い、お仏壇のない家庭が増
えたことに対し、また、子どもたちが実家を離れる際、入院など
で自宅を離れる際に携行してもらい、常にご本尊とともにある
生活を送ってほしいと制定されました。素材は、漆器のような
漆黒の美しさを持つ漆ブラック調バイオプラスチックお値段は
１万円となっています。　詳しくは西別院まで℡２３－０６４７

専用ケースとスタンド(別売)で
立て掛けられるようにも

持ち運びのできる専用の袋（別売）
も色とりどり

■日　時

令和
3年

6月5日（土）
■場　所

本願寺函館別院納骨堂

納 骨堂永代経
午後2時
より
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函
館
別
院
で
は
毎
日
午
後
１
時
３０
分
よ
り
本

堂
に
て
、
こ
れ
ま
で
に
永
代
経
懇
志
を
ご
進
納

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
を
対
象
と
し
た
、
「
祥

月
永
代
経
法
要
」
を
お
勤
め
し
て
い
ま
す
。
お

勤
め
中
の
表
白(

表
敬
告
白
文)

に
お
い
て
は
、

そ
の
日
に
ご
命
日
（
祥
月
）
を
迎
え
ら
れ
た
故

人
の
お
名
前
（
法
名
・
俗
名
）
を
、
読
み
上
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
永
代
経
法
要
と
は
、
門
信
徒
の
方
々
の
ご
懇

念
に
よ
っ
て
、
ご
本
山
や
お
寺
が
護
持
さ
れ
、

お
念
仏
の
み
教
え
が
永
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
法
要
で
す
。
そ
れ
は
、
い
の
ち
を
恵
ま
れ
た

私
た
ち
が
法
要
を
ご
縁
と
し
て
、
仏
恩
報
謝
の

こ
こ
ろ
を
あ
ら
わ
す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

心
は
や
が
て
子
や
孫
に
受
け
継
が
れ
、
み
教
え

を
聞
き
広
め
る
ご
縁
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ

の
祥
月
永
代
経
を
ご
縁
と
し
て
、
み
教
え
の
相

続
を
慶
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
新
規
で
永
代
経
懇
志
を
ご
進
納
希
望

の
お
方
は
、
ど
う
ぞ
別
院
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。◆

場
所
：
函
館
別
院
本
堂
　

◆
時
間
：
午
後
１
時
３０
分

※
当
日
の
諸
行
事
等
に
よ
り
法
要
場
所
が
変
更

　
に
な
る
場
合
、
そ
の
他
法
要
と
併
修
さ
れ
る

　
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
本
堂
入
口
正
面
の
案

　
内
板
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
ま
せ
。

祥
月
永
代
経
法
要
へ

　
お
参
り
く
だ
さ
い

※今年度の納骨堂永代経は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の　
　ため、くれぐれも万全な感染症予防準備のもとお参りくださいませ。
　尚、今回に限りコロナウイルスの影響により参拝出来ない方々のた
　め、後日案内状の中に奉呈用紙を同封いたしますので、法要当日ま
　でに別院迄ご送付くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。

【ご本尊とともにある生活を】

函館別院の納骨堂において、最も大切な法要です。
法要をご縁として先人を偲び、今を生かされている
いのちに感謝させていただきましょう。
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新担当地区のご案内
担当職員紹介

４月より職員の入退職に伴い、担当地区の変更及び、
８区制から７区制へと移行いたします。

最初は慣れない面やご迷惑をお掛けすることも
ありますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

４月より職員の入退職に伴い、担当地区の変更及び、
８区制から７区制へと移行いたします。

最初は慣れない面やご迷惑をお掛けすることも
ありますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

４月より職員の入退職に伴い、担当地区の変更及び、
８区制から７区制へと移行いたします。

最初は慣れない面やご迷惑をお掛けすることも
ありますが、どうぞよろしくお願い申し上げます。

1
区
担
当

島
　
晃
祐 

参
勤

　

こ
の
春
よ
り
1
区
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
、
島
晃
祐
で
す
。
皆
さ
ま
と
の
ご
縁
と
大

切
に
し
な
が
ら
一
緒
に
お
念
仏
申
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

船
見
町
、
入
舟
町
、
弁
天
町
、
弥
生
町
、

大
町
、
元
町
、
青
柳
町
、
谷
地
頭
町
、
住

吉
町
、
末
広
町
、
宝
来
町
、
豊
川
町
、
東

川
町
、
大
手
町
、
栄
町
、
旭
町
、
東
雲
町

松
風
町
、
若
松
町
、
大
森
町
、
大
縄
町
、

新
川
町

■
担
当
地
区

2
区
担
当

臼
井
　
顕
生 

副
輪
番

　

以
前
は
主
に
4
区
と
呼
ば
れ
て
い
た
区
域
を

2
区
と
改
め
、
お
月
忌
・
ご
法
事
等
皆
さ
ま
の

ご
自
宅
へ
笑
顔
で
参
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

担
当
者
が
替
わ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
当
地
区
で

す
が
、
長
く
お
付
合
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
乃
出
町
、
的
場
町
、
金
堀
町
、
乃
木
町

人
見
町
、
駒
場
町
、
深
堀
町
、
柏
木
町
、

松
陰
町
、
花
園
町
、
杉
並
町
、
広
野
町
、

柳
町
、
時
任
町
、
宇
賀
浦
町
、
湯
浜
町

■
担
当
地
区

3
区
担
当

渡
邉
　
龍
誠 

承
仕

　

こ
の
度
新
３
区
の
担
当
を
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
渡
邉
と
申
し
ま
す
。
生
ま

れ
も
育
ち
も
お
隣
北
斗
市
で
す
！
ま
だ
ま
だ
新

人
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す

の
で
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

本
町
、
田
家
町
、
白
鳥
町
、
中
島
町
、
大

川
町
、
八
幡
町
、
宮
前
町
、
松
川
町
、
万

代
町
、
北
浜
町
、
上
新
川
町
、
海
岸
町
、

千
代
台
町
、
亀
田
町
、
追
分
町
、
高
盛
町

堀
川
町
、
千
歳
町

■
担
当
地
区

5
区
担
当

4
区
担
当

武
澤
　
大
智 

承
仕

　

こ
の
度
5
区
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
武
澤
と
申
し
ま
す
。函
館
別
院
に
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
5
年
目
に
な
り
ま
す
が
、担

当
地
区
が
変
わ
る
の
は
今
回
が
初
め
て
で
す
。以

前
か
ら
ご
存
じ
の
方
も
そ
う
で
な
い
方
も
、こ
れ
か

ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

亀
田
本
町
、
富
岡
町
1
丁
目
、
富
岡
町
2

丁
目
、
富
岡
町
3
丁
目
、
美
原
1
丁
目
、

美
原
2
丁
目
、
美
原
3
丁
目
、
美
原
4
丁

目
、
美
原
5
丁
目
、
北
美
原
1
丁
目
、
北

美
原
2
丁
目
、
北
美
原
3
丁
目
、
赤
川
町

亀
田
中
野
町
、
陣
川
町
、
陣
川
1
丁
目
、

陣
川
2
丁
目
、
石
川
町

■
担
当
地
区

山
本
　
瑛
行 

勤
務
員

　

初
め
ま
し
て
。
今
年
か
ら
函
館
別
院
で
働
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
山
本
と
申

し
ま
す
。
函
館
の
街
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
覚
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

港
町
1
丁
目
、
港
町
2
丁
目
、
港
町
3
丁

目
、
亀
田
港
町
、
昭
和
町
、
昭
和
1
丁
目

昭
和
2
丁
目
、
昭
和
3
丁
目
、
昭
和
4
丁

目
、
桔
梗
1
丁
目
、
桔
梗
2
丁
目
、
桔
梗

3
丁
目
、
桔
梗
4
丁
目
、
桔
梗
5
丁
目
、

北
斗
市
、
七
飯
町
、
桔
梗
町
、
西
桔
梗
町

■
担
当
地
区

6
区
担
当

佐
々
木
　
大
慈 

承
仕

　

こ
の
度
6
区
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
佐
々
木
と
申
し
ま
す
。
3
年
目

と
な
り
よ
う
や
く
函
館
の
街
も
分
か
る
よ
う
な

っ
て
き
ま
し
た
。
精
一
杯
お
つ
と
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

本
通
1
丁
目
、
本
通
2
丁
目
、
本
通
3
丁

目
、
本
通
4
丁
目
、
中
道
1
丁
目
、
中
道

2
丁
目
、
鍛
冶
1
丁
目
、
鍛
冶
2
丁
目
、

山
の
手
1
丁
目
、
山
の
手
2
丁
目
、
山
の

手
3
丁
目
、
東
山
1
丁
目
、
東
山
2
丁
目

東
山
3
丁
目
、
神
山
1
丁
目
、
神
山
2
丁

目
、
神
山
3
丁
目
、
五
稜
郭
町
、
梁
川
町

川
原
町

■
担
当
地
区

7
区
担
当

野
川
　
大
真 

承
仕

　

皆
様
、今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。京

都
府
出
身
の
野
川
大
真
で
す
。4
月
で
函
館
に
来

て
丸
一
年
に
な
り
ま
し
た
！
ご
門
徒
さ
ん
か
ら「
雪

道
の
運
転
大
変
だ
っ
た
ね
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。

本
当
に
大
変
で
し
た
。で
も
、無
事
に
乗
り
越
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。私
が
お
参
り
に
伺
っ
た
時
、

「
お
西
さ
ん
見
た
よ
」と
言
っ
て
く
だ
さ
る
と
、と
て

も
う
れ
し
い
の
で
是
非
お
願
い
し
ま
す（
笑
）

日
吉
1
丁
目
、
日
吉
2
丁
目
、
日
吉
3
丁

目
、
日
吉
4
丁
目
、
滝
沢
町
、
榎
本
町
、

見
晴
町
、
高
丘
町
、
上
野
町
、
戸
倉
町
、

湯
川
町
1
丁
目
、
湯
川
町
2
丁
目
、
湯
川

町
3
丁
目
、
髙
松
町
、
銭
亀
町
、
瀬
戸
川

町
、
上
湯
川
町
、
西
旭
岡
1
丁
目
、
西
旭

岡
2
丁
目
、
西
旭
岡
3
丁
目
、
旭
岡
町
、

庵
原
町
、
東
山
町

■
担
当
地
区

の
が
わ　
　
　
だ
い
し
ん



有限会社小田桐葬儀社
TEL（0138）22-1684 函館市若松町23-9

家族葬向け小規模ホール

施設のご紹介
◆函館駅から徒歩数分の好立地。
◆30～60人の家族葬に最適なメインホール。（椅子席）
◆エレベーター完備。
◆病院等から直接リビング（安置室）へ御遺体搬入可能。
◆少人数であればリビングでの葬儀も可能。
◆ご遺族の宿泊可能。風呂・台所完備。

お問い合わせ・申し込み

函館駅前
5号線沿い

年中無休
24時間
体制

6

教 化 団 体 だ よ り

　　「新型コロナウイルス感染症」感染拡大防止のため、当面の間全教化団体の活動を自粛し、その後の状況に
応じて活動を再開いたします。ご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

仏教婦人会 仏教壮年会 覚信尼会
仏教に学ぶ会YBAはこだて ボーイスカウト

退
　　職

退
　　職

本
願
寺 

函
館
別
院

　
非
常
勤
副
輪
番

　
吉
村
　教
史

山
本
　
瑛
行

新
入
職
員

４
月
１
日
付
で

副
輪
番
に

昇
職
し
ま
し
た
。

臼
井
　
顕
生

　
こ
の
た
び
、令
和
三
年
三
月
末
日
を
も
ち
ま

し
て 

本
願
寺
函
館
別
院
を
退
職
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。二
十
五
年
以
上
に

亘
り
御
別
院
に
奉
職
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
は
、ひ
と
え
に
別
院
門
信
徒

並
び
に
崇
敬
区
域
寺
院
の
御
住
職
皆
々
様
の

ご
芳
情
の
賜
と
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。数
多
く
の
思
い
出
が
あ
る
中
で
、や
は

り
新
生
事
業
推
進
計
画
に
お
け
る
別
院
本
堂

再
建
の
ご
縁
に
遇
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が

思
い
で
深
く
、昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
起

こ
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
よ
り
は
自
坊（
今
金
町
）に
て
門
信
徒

の
皆
様
と
歩
み
を
共
に
し
、お
念
仏
の
弘
通
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。大
変
お
世
話
に
な
り

誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。永
年
の
ご
厚

情
に
深
謝
す
る
と
と
も
に
御
礼
申
し
あ
げ
、

退
職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

尚
、四
月
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
、非
常
勤
と

し
て
別
院
事
務
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。引
き
続
き
、ご
指
導
ご
芳
情
の

程
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合　
掌

徵
　
弘
昭

　

私
に
と
っ
て
の
函
館・・・

　

こ
の
度
、令
和
3
年
3
月
31
日

を
持
ち
ま
し
て
退
職
さ
せ
て
い
た

だ
き
、地
元
福
岡
県
の
お
寺
に
4

月
よ
り
戻
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

4
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
あ

り
ま
し
た
が
、函
館
別
院
の
ご
門

徒
の
皆
様
・
組
内
ご
法
中
の
皆

様
・
別
院
行
事
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
皆
様…

本
当
に

多
く
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

私
に
と
っ
て
の
函
館
。そ
れ
は
、第
二
の
故
郷
で
す
。あ

る
時
は
、「
徵
君
は
、ま
じ
め
だ
ね
。」あ
る
時
は
、「
徵
さ
ん

っ
て
話
し
や
す
い
の
で
、つ
い
つ
い
話
し
ち
ゃ
う
わ
。」あ
る

時
は
、「
徵
さ
ん
は
、ま
じ
め
す
ぎ
る
か
ら
気
を
抜
く
日
を

作
り
な
さ
い
よ
。」あ
る
時
は
、「
言
葉
遣
い
が
幼
い
か
ら
教

養
を
つ
け
な
さ
い
。」本
当
に
様
々
な
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
を
頂
い
て
、ど
こ
ま
で
私
が
成
長
で
き
た
か
。そ

の
答
え
は
、こ
れ
か
ら
の
私
の
人
生
の
歩
み
で
徐
々
に
答

え
合
わ
せ
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。遠
い
九

州
か
ら「
徵
」の
名
前
が
、北
海
道
に
も
届
け
ら
れ
る
よ
う

に
、函
館
で
培
っ
た
経
験
を
活
か
し
て
精
一
杯
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

　

最
後
に
・・・
告
知
を（
笑
）今
更
な
が
ら
、イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
の
で
、興
味
の
あ
る

方
フ
ォ
ロ
ー
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

正
規
採
用

昇
　　職

渡
邉
　
龍
誠

４
月
１
日
付
で

臨
時
職
員
か
ら

正
職
人
に
な
り
ま
し
た
。

芦
別
市　

淨
徳
寺
衆
徒



24

間
時

好
お

い
に
き
と
な
き

つ

も
で

ど
う
ぞ

に

し

に

し

在
現
日
六
十
二
月
四
　
　
　
　
　
　

在
現
日
六
十
二
月
四
　
　
　
　
　
　

り
た
出
が
芽
　
の
ど
ほ
粒
豆
小
　
く
早
春

か
て
り
あ
徳
功
　
し
け
受
定
剪
　

日
の
和
昭
　
る
め
眺
り
と
ひ
　
り
飾
者
武

町
川
東
市
館
函

12
番
12
号

内
院
別
館
函
寺
願
本

 

迄
当
担
ん
さ
西
お 、

等
問
質
ご
る
す
関
に
教
仏

も
で
と
こ
な
ん
ど

構
結

で
す
。

て
に』
ん
さ
西
お
『

、

。
す
ま
し
え
答
お

？
か
ん
せ
ま
り
飾
を
紙
表
で
真
写
や
絵
の
味
趣

て
あ

先 り
便
お

　
表
紙

集
募
大

  

子
玲
　
原
笠
　
町
来
宝

代
り
の
　
林
　
町
差
江

子
郁
　
田
富
　
目
丁
二
通
本

。
い
さ
下
せ
寄
お
ど
な
画
漫、
歌
短、
句
俳
も
ん
さ
皆

う
こ
抜
き
生
　
策
対
ナ
ロ
コ
　
て
し
直
見

子
和
　
國
三
　
町
川
湯
上

て
居
に
下
花

　

に
花
落
き
遠

　

り
を
れ
か
ひ

●
5
月
2
日
日
（

）↓
5
月
8

土
（日

）…
稲
　
岡

）
副
（

●
5
月
9
日
日
（

）↓
5
月
15

土
（日

）…
臼
　
井

）
副
（

●
5
月
16
日
日
（

）↓
5
月
22
日（
土
）…
5

講
例
常
月

師

●
5
月
23
日
日
（

）↓
6
月
29
日
土
（

）…
島

　
　

）
参
（

●
5
月
30
日
日
（

）↓
6
月
5
日（
土
）…
武
　
澤

）
承
（

●
6
月
6
日
日
（

）↓
6
月
12
日（
土
）…

々
佐
木

）
承
（

●
6
月
13
日
日
（

）↓
6
月
19
日（
土
）…
渡
　邉

）
承
（

●
6
月
20
日
日
（

）↓
6
月
26
日（
土
）…
6

講
例
常
月

師

●
6
月
27
日
日
（

）↓
7
月
3
日（
土
）…
野
　
川

）
承
（

7

。
す
ま
き
頂
て
せ
さ
介
紹
を
品
作
た
い
頂
ら
か
ん
さ
徒
門
ご

ホームページと広告印刷物の企画・デザイン
ドローン空撮やってます。

〒041-0801 函館市桔梗町379-26
Tel  0138・46・6100
Fax 0138・46・6200
mail : info@sainet.co.jp
https://www.sainet.co.jp

 
 

※

5

、
月
6

す
ま
り
あ
が
性
能
可
る
な
に
座
休
は
教
布
例
常
の
月

 
 

◆西別院御門徒…………5万円
◆仏教会加盟寺院……15万円
◆和室（20名程度）………3万円

写真はお通夜の様子写真はお通夜の様子

西別院文化会館でお葬儀会場としてご使用できます。
詳細はお寺にお問い合わせください。
西別院文化会館でお葬儀会場としてご使用できます。
詳細はお寺にお問い合わせください。

会館使用
懇志

お通夜・お葬儀をお寺でお通夜・お葬儀をお寺で



※

こ
れ
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
職
人
さ
ん
は
、
今
は
大
人
の
卒
園
児
で
す
！

8

稲
荷 

聞
教

お
西
さ
ん
5
月
・
6
月
号

本
願
寺
函
館
別
院

令
和
3
年
5
月
1
日
発
行

通
巻
3
0
0
号

学校
法人
　新年度スタート！
　玄関に入り靴を置く場所が違うことに戸惑いなが
らも、「あっ！色変わってる！」と名前シールの色
が進級していることに喜ぶ子、『今度は二階の部屋
だ！』とかいだんをのぼって以上児クラスへ誇らし
げに向かう子、誰か間違って一階のお部屋（未満児
クラス）に「おはよう！！」と来てくれないかなぁ
と寂しがる未満児の先生。未満児クラスに残してき
た一年間共に過ごした幼稚園の弟妹たちを「仲良く
してるかな？○○出来るようになったかな？」「ま
た遊びたいな」と心配し気遣う子。と新年度のよく
ある姿に加え、幼保連携型こども園になったからこ
その姿も見られた始業式。
　そして新入園児のお友達も「前からいたのかな？
？」と思ってしまうくらい、黙々と自分の好きな遊び
を楽しんだり、お友達の輪に入って笑顔いっぱい過ご
したりとすっかり園生活に馴染んでいます。

　【○○な場所】
　龍谷幼稚園の玄関はバリアフリー。
子どもたちは、外床と内床の色の変わり目を目
印にし、そこに座って靴の脱ぎ履きをします。
0、1歳児さんの靴箱の前にはこの板があります。
　自分の場所に自分でしまいたいお年頃の２歳
児さんや、やっと歩けるようになりファースト
シューズを履いてくる0，1歳児さんの為に、と昨年度の途中から用意したこの場所。
「今は誰も使ってないことを確認して…」とか「先生に申し訳なさそうに伺いを立てて…」とか
「お迎えに来たおうちの人に紹介しながら…」「止められる前に強行突破！！」などいろんなパター
ンで、子どもたちなりに気を使いながら利用する、以上児さんの「秘かなお気に入りの場所」。
　そして新年度になった今もそこには「やっぱりここがいい！！」と進級した子どもたちの愛着
あふれる姿があり、間違いなく確かな「お気に入りの場所」となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 副園長　澁谷　真貴子




